



Some of the Problems that Appear from the“Away from Science”


















































































































































































































































































































































































































１ たねをまこう ２ 時刻と時間のもとめ方
（植物を育てよう１） ３ 長いものの長さのはかりか方










４ 太陽とかげの動きを調べよう 14 分数
（太陽を調べよう１） 15 □を使った式
５ 太陽の光を調べよう 16 かけ算の筆算（２）
（太陽を調べよう２） 17 三角形と角
６ 風やゴムで動かそう 18 棒グラフと表































１ あたたかくなると １ 折れ線グラフと表
２ 天気の様子と気温 ２ 角の大きさ
３ 電気のはたらき ３ わり算の筆算（１）
４ 動物のからだのつくりと運動 ４ 垂直・平行と四角形
５ 暑くなると ５ １億より大きい数
６ 月や星の動き ６ わり算の筆算（２）
７ すずしくなると ７ がい数の表し方
８ 物の体積と力 ８ 計算のきまり
９ 物の体積と温度 ９ 面積のはかり方と表し方
10 水のすがたとゆくえ 10 小数のしくみ
11 寒くなると 11 変わり方調べ
12 物のあたたまり方 12 小数のかけ算とわり算





























































１ 天気の変化 １ 整数と小数
２ 植物の発芽と成長 ２ 直方体や立方体の体積
３ 魚のたんじょう ３ 比例
４ 花から実へ ４ 小数のかけ算
５ 台風の天気の変化 ５ 小数のわり算
６ 流れる水のはたらき ６ 合同な図形
７ ふりこのきまり ７ 偶数と奇数、倍数と約数
８ 人のたんじょう ８ 分数と小数、整数の関係
９ 物のとけ方 ９ 分数のたし算とひき算



































１ 物の燃え方と空気 ★ ２ 円の面積
２ 動物のからだのはたらき ３ 文字と式
３ 植物のからだのはたらき ４ 分数のかけ算
４ 生き物のくらしと環境 ★ ５ 分数のわり算
５ 太陽と月の形 ６ 角柱と円柱の体積
６ 大地のつくりと変化 ７ およその面積や体積
７ てこのはたらき ８ 比と比の値
８ 水溶液の性質とはたらき ★ ９ 拡大図と縮図
９ 電気とわたしたちのくらし 10 速さ























ばねの伸びと力の関係のグラフ 圧力（P） ＝力／面積（N／m2） 震源距離＝k×初期微動継続時間
密度＝質量（g）／体積（cm3） 質量％濃度（％）＝溶質の質量／
溶液の質量×100
溶解度曲線の読み取り
〈中学２年生〉
湿度（％）＝空気中の水蒸気量（g
／m3）
飽和水蒸気量（g／m3） 飽和水蒸気量と気温との関係のグ
ラフ
化学反応式の係数を考える際の公
倍数　
化学変化の前後の物質の質量変化
（定比例の法則）
オームの法則　I（A）＝V（V）
／R（Ω）
電力（W）＝電圧（V）×電流（A）電力量（Wh）＝電力（W）×時
間（h）
電流による発熱（J）＝電力（W）
×時間（s）
〈中学３年生〉
力の合成と分解：三平方の定理、
三角形の相似
速さ（m/s）＝移動距離（m）／
時間（s）
仕事（J）＝力（N）×動いた距
離（m）
仕事率（W）＝仕事（J）／時間（s）
この表からも分かるように、異なる２つの量から新しい量を定義する場面が多くある。密度
＝質量（g）／体積（m3）とか、力（N）÷面積（m2）＝圧力（N／m2）、電力（W）＝電圧（V）
×電流（A）、仕事（J）＝力（N）×動いた距離（m）などである。
中学理科では新しい物理量が実感を伴わない形で次々に登場し、少しばかりの計算練習はす
ることがあっても、十分に使いこなしたり習熟したりすることなく未消化なまま過ぎていく傾
向がある。
また中学校ではそれぞれの教科の教師がいて、ほとんど連絡を取り合わないでそれぞれの学
習が進んでいく。カリキュラム上の関連や連携は意識されないことが多い。分数や比の値など
は、小学校の算数での学習内容であるが、中学校の理科で「応用」「活用」される場面が多い。
そのことを意識した学習が計画的に行われることが重要だと考えられる。
－29－
【全体を通して】
特に感じたことは、２つの教科の行き来が非常に乏しいということだ。算数科では、生活や
学習への活用を重視することを目標に掲げている。学習への活用というのは他教科の学習への
活用ももちろん含まれる。例えば、理科で扱うグラフで算数ではあまり取り上げないグラフが
あれば、算数科の教科書の中で「理科で学習したこんなグラフも棒グラフの仲間です」とか、
水の体積を取り扱うのであれば、理科の中で再度、１Lマスに入れた水の量を、計算で何cm3
になるかを求める場面を少し入れるなどしてみてはどうだろうか。つまりもっと意識をして、
理科の学習の中で算数で学習した単位の計算や体積を求める場面を入れる、また、気体検知管
を扱うときに％が出てきたときに、これは何の割合なのか、算数で学習した「もとにする量」「比
べられる量」は何にあたるのかを紹介するといったことも必要ではないだろうか。
今回、量に関する実態調査を行い、かなりの問題で無答が多かった理由として、単位換算は
丸暗記しているから忘れてしまったのだろうと分析していた。しかし、それだけでなく、理科
と算数の教科書の内容の関連を見たときに、活用させる場面や関連させる場面があまりにも少
なすぎる。このことも理由の一つになるのではないだろうか。
６．おわりに
今回の研究で明らかになったことをまとめると、以下のようになる。
１． 学生の「量の単位」に関する理解度は深刻で、無答率の多さからも「計算は嫌だ」「単位
換算は無理」などといった、まさに理数を敬遠しようとする様子が見られた。
２． 中学・高校の６年間でこのような単位換算の学習せずに過ごし、進路決定において「文系」
を選択した学生にとっては、量に関する相互関係や量感についてのつまずきが見られる。
３． この要因の一つに、カリキュラム上で理科と算数の相互の行き来が乏しく、学習したこと
を他教科に活用するといった場面が教科書からもほとんど見られない。したがって、習っ
たことを活用することで得られる、実感を伴った理解が身についていないために、ますま
す理数離れを加速させている。
結論としては、この実態調査の現実を知ったうえで、これまでに数的な処理を苦手とし、「量
の計算はいやだ」と思っている学生に、どこかの段階で「数的処理の美しさ」や「数字で考え
ることの合理性・説得力」が感じられる世界にもどすことが必要であり、その手立てを講じる
必要がある。
例えば、気象関係などでつくづく知っておいた方がよかったと思うことがある。津波が襲っ
てくる速さ、台風の速さ、海面上昇の問題など、自分の生き方に関わる問題も多くある。
また、地震が起こる確率といった問題も、これは大変だという実感がわかないこともある。
地球上の二酸化炭素の増加とそれに伴う温暖化などもどれくらい理解できているのかも心配
－30－
だ。今の子どもたちが大人になって社会で活躍していくときには、世界と日本で起こっている
さまざまな社会的問題を正しく「理解」し、的確に「判断」できる学力が求められていること
は間違いない。
特に文系に進んだ学生には、理数学習のよさを実感できる世界を切り開く使命が我々にはあ
るのだと思う。理数離れをした学生が、将来教員になって拡大再生産いかないように、かなり
手厚い指導が必要だろう。
理科や算数・数学を身近に親しみをもっと感じ、活用できる人間に育つような学びへの支援
が求められている。
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